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はじaめに

Plummer‐Vinson症候群 とは熙下困難,鉄 欠乏性貧

血,日 腔炎を 3主 徴 とした疾患であ り,頚 部食道に

webの 形成がみられることが多い。本症候群は比較的

まれな疾患で,過 去41年間の本邦報告例は69例にすぎ

ない。われわれはその 1例 を経験したので,最 近の報

告例25例を集計し,文 献的考察を加えて報告する.

症  例

患者 i48歳,主 婦.

主訴 :廉下困難.

既往歴 :19歳時虫垂切除術.

家族歴 !特記事項なし.

現病歴 :18年前より通過障害出現,近 医にて神経的

な疾患といわれ,投 薬治療を受けていた。昭和55年 7

月に集団検診で上部消化管X線 検査を受け,上 部食道

に狭窄を認められ精査,治療 目的で当外科に紹介され,

10月に入院した。

入院時,皮 膚は軽度蒼白,舌 乳頭は舌背全体にわた

り萎縮性で,光 沢があ り, 日角炎もみられた。また,

手指の爪はもろく,ス プーン様を呈 していた (図 1).
一般検査では貧血の他に異常所見はなかった。Hb,

MCV,MCHの 低下 と血清鉄の著明な低下があ り,小

球性低色素性貧血を呈 していて,骨 髄所見では赤芽球

の増加がみられ,ME比 は 2対 1と ,Erythroid Hyper‐

plasiaの所見がみられた (表 1,図 2).

食道X線 検査では頚部食道に前壁からの切れ込みに

よる狭窄を認め,辺 縁は整で,cervical webの像と思

われる (図3).

食道内視鏡検査では食道入 田部 (上門歯列 より15

表 1 血 液所見 (入院時)

RBC                  415× 104/mm3
Hb                  6 2g/dl

Ht                 25 8%

赤血球容積(Mcv)         620
ヘモグロビン合有量(MCH)     150
V`BC                        5900

血清鉄                 8″ g/dl
総鉄結合能              412″ g/dl

図 1 日 角炎,舌 乳頭の萎縮,皮 膚のそう白を呈して

いる。
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図4 食 道内視鏡像 1食道内腔が膜様物でまだ変則性
に狭窄している.

図 5 3カ 月後の食道X線 像.内 腔の拡大がみ られて

いるが,頚 部食道にまだ軽度の切れ込み像がみ られ

る.

後の現在,貧 血, 日腔炎はなく,廉 下障害も全 くなく

体重も増加している。

考  察

Plummer‐Vinson症 侯群は低色素性貧血に,鴎 下困

難,日腔炎を呈するもので,1912年に Plummerが ヒス

テ リー症,神 経症に貧血 と廉下困難がみられることを

発表 した。1919年に Patersonと Kellyによって同様

例が発表され,さ らに,1922年 にアメリカの Vinsonl)

が,69例 を集計し報告 した。それ以来,Plummer‐Vin‐

son症候群 とよばれるようになった。本邦では1941年

図 2 骨 髄血液像 (Wright‐Giemsa染色):赤 芽球の

増殖像.

図 3 初 診時食道X線 像 i webによる切れ込み像,

部食道の拡張像.

cm)は 閉鎖 してお り,か なりの抵抗があって食道内に

入る。17.5cmの 左前壁に膜様物があ り,ス コープの先

が触れると破れ出血がみられた。さらに生検鉗子で膜

様物を除去した(図4)。 生検組織像では過形成食道上

皮であった。以上の所見からPlummer,VinsOn症 候群

と診断した。経静脈的,経 目的に鉄剤, ビタミン剤の

投与を行い, 2週 日頃より,貧 血, 日腔炎などが改善

され,鴎 下困難も軽 くなり,体 重の増加がみられ,退

院した。 3カ 月後の食道X線 検査で,バ リウムの通過

は良好で,内 腔の拡大がみられている(図5)。 1年 半
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に豊田力ら,小野めの報告以来,現在までに69例の報告

をみるにすぎない.別 名 SiderOpenic Dysphagiaつと

もいわれている。

本症候群には次のような特徴がみられる。① 熙下困

難② 粘膜の萎縮性変化 (舌炎, 日角炎)③ 」ヽ球性低

色素性貧血④ spoon nall ⑤ EsOphageal web5汚)の形

成,⑥ 胃酸欠乏② 中年女性に多発,な どである。

最近,聴 下困難と貧血,特 に鉄欠乏性貧血との関係

に議論がされている.聴 下困難が先であるという説のゆ

は,下 咽頭部の食物摂取による慢性炎症,感 染後の炎

症,あ るいはヒステリーによって聴下困難が起こり,

その結果,栄 養障害が生じ, 2次 的に鉄欠乏性貧血が

起こったと考えられている。

鉄欠乏性貧血を原因とする説は,貧 血にょって食道

粘膜の萎縮が起こり,そのために亀裂やwebの 形成を

きたし,器 質的狭窄が起こるというものであるゆり。な

お,本 邦報告の25例中では,72%の 症例で鉄剤によっ

て廉下困難が消失している。Waldenstr6mは鉄欠乏を

原因と考えている。その理由は,① 鴎下困難が存在し

なくても貧血が多くみられる,② 鉄剤によってほとん

どの症例で症状の改善がみられた,③ 舌炎,日角炎は

廉下困難がない鉄欠乏性貧血症の人にもみられると

いっている。AhibOmlのは,女性に圧倒的に多いのは,
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慢性的な失血や,鉄 需要増大の機会が多いためといっ

ている。しかし,わ れわれは産婦人科領域の過多月経

や筋腫などで,鉄 欠乏性貧血 となることが多いにもか

かわらず,本 症候群の発生が少ないことは,必 ずしも

鉄欠乏が第 1の原因とはいいきれないと思われる。

Kramerl)は webを 鴎下困難 とともに,本 症候群の

条件 としている。Jacobs12jは86%に ,小 牧1め
,Sham‐

ma'aら 1。
,Seaman19は 100%に webが み られ た と

いっている。しかし,わ れわれの集計では56%に しか

みられなかった(表2).webの 部位は頚部食道の輪状

軟骨部後部,つ まり第 5,第 6頚 椎の高さに最も多い

といわれている。。また,X線 での webの 診断には同部

のバ リウム通過が,熙 下後,約 0.3秒という速度のため

撮影には熟練を要すると思われる。そして,webは 甲

状腺疾患,悪 性貧血,下 咽頭癌などの疾患にも発生す

るとの報告10が
あり,本 症候群に特有の所見ではない

ことも述べられている。

本症候群の上部食道における癌 との関係は1936年に

Ahibomlいによって報告された。ShaI― a'alつらは,58

1rll中9例 に癌の発生があ り,webが 2個 以上あるもの

は癌になりやす く,複数の webを もつ 8例 中 6例 に癌

が発生したと報告している.わ れわれの集計の25例中

では 1例 に食道上皮内癌の発生があった。そして,わ

表 2 Plummer‐ Vinson症 候群の統計的報告

本邦報告タ
(19塊習肝

2)
Sha■lma′a

( 1 9 5 8 )
5 8症例

Seamn
(1967)
53症例

年 令

(不 詳3 )

30代 2

40イく

50代以上 7

性

(不 詳3)

男 0 7(12%) 22(42%)

女 (88%) 31(58%)

味下困難 13(52夕ち) 58(100ラし) 26(49%)

貧   血 21(84%) 23(40%) ( 40夕琢)

Web 14(56%) 58(100%) 53(100タレ)

舌炎1回 角炎 14(56%)

SpoOn nall 4(16%)

虚合併例 1 ( 4%) 9(16%) 6(11%)

治療法

1)鉄 剤, ビ タ ミン剤 18(72夕し)

i l )ブジー法 4(16%)

iti)切除 3(12%)
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れわれの経験した症例にもwebが 存在 していたので,

今後,厳 重な管理 と追跡が必要であると思われる。

本症候群には地域分布があ り,ス ウェーデンの北部

地域に最も多くみられ,英 国や米国よりも多いといわ

れている1つ。本邦の地域分布でも寒い地方に多 くみら

れた。

治療法については① 廉下困難に対して鉄剤とビタ

ミン剤の長期投与,②  webに 対してブジー法と食道

鏡での切開法,③ 手術により切除する方法などがあ

る。今回夕われわれの経験した症例は,食 道鏡による

切開とその後の経静脈的,経 口的に鉄剤とビタミン剤

の投与で症状は大きく改善された。

結  語

われわれは鴎下困難,鉄 欠乏性貧血, 日腔炎, さら

にwebが 存在した Plummer‐Vinson症候群の 1症例

を経験し,食 道鏡による膜様物の穿破と内科的治療に

より軽快せしめた。

本症候群は1941年以来,本 邦では現在までに69例の

報告をみるにすぎず,最 近の25報告例を集計し若干の

文献的考察を行った。

本論文の要旨は第163回日本消化器病学会関東甲信越地

方会 (1981・3・ 7・東京都)に おいて発表した.
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